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終戦直後わが国に進駐した連合軍は早速衛生害虫撲滅のため飛行機からの DDT撒布をしきり
仁おこなった.この場合撒布地域内に棲息するいろいろの有益昆虫，魚類，鳥類，家畜など仁およ
ぽす悪影欝仁ついては当然慎重な考慮をはらわねばならなかったことはいうまでもない.野外に棲息す
る有益な天敵がこのような大規模な防疫作業仁よって死滅する結果， 自然界における平衡がうしな
われ，かえってその後におよんでいっそう害虫の繁殖を助長する危険性のあるこどについては当時英米
側にあって最初にDDTの生物試験を担当した Cambridge大学の Wigg1esworth (1945)がつ
とにのべているところである.
DDT は第2次大戦がはじまった翌年にあたる1939年秋lこ瑞西の PaulMul1erによってその強
力な殺虫力を有するこどが発見され， 1940年3月7日付で同国特許 (No.226180)となった.
そして瑞西Basle仁ある同氏の所属する Geigy化学工業会社は当初 Gesaro1または Neocid
どいう商品名でこれを発売したのである.この時仁は英米両国はさほど関心をしめしていなかったが，
1941年わが国が参戦してその占領地域を東南アジアにまで鉱大した結果英米側がそれまで， 需要の
大部分をこの地方に仰いでいた除虫菊及びデリス製剤の依乏を来たし，その代用品たる新しし1接触
殺虫剤としてとりあげたのが DDTである. その最初の見本がイギリスの国立農業試験場昆虫部の
Tattersfieldのもとへ送られてきたのは1942年のクリスマスの直前のこどであったという (West& 
Campbell， 1950).大量生産が開始された1943年から終戦までは全く軍用仁のみ供せられ， 市販
品が英米において許可になったのは戦争の大勢がほぼわかってきた 1945年7月26日であって， わが
国で圏内生産が開始されたのは 1947年以降であるから， 当時は BHCなどはまだ農薬として登場
してやなかったのである.
この報文~i今日の農薬界の進歩からみれば，単なる小観察の域をでないが，実験をこころみた 1946
年以来現在まで仁蚕唱にたいする DDTの影響を論じた藤田(1946)，竹田(1946，1947)， 
青木(1957)諸氏の業績をみると， それぞれ筆者とは研究方法がことなっており， DDT中毒蚕児
の症状を個体別にこまかく扱ったものはみないから， 筆者の実験は応用的にはともかく，昆虫薬理の
立場から考えれば現在でもなお意義があるとおもわれるから， これを機会の旧稿を箆底より取りだし
た次第である.なおこの実験報告は終戦翌年の1946年7月25日に資源科学研究所でひらかれた
昆虫3学会合同例会において講演し，べつに日本農業資料総覧(1948)に要旨を掲載した.
実験材料および方法
実験方法は圃場において山桑系桑樹の葉に晴天の日に DDT5%， 0.5%， 0%アセトン溶液を
毛筆で塗沫して， 2時間後アセトンが蒸発し去ってその臭気が全くなくなったときこれを摘み，すぐに
径 15cmの大型ジャー レ内にかねて飼育してあった埼玉産2化性白繭交雑種第5令第2日の蚕児
各7頭にたいして桑業をそれぞれ 7gr.あて刻んであたえた. ほかに対照どしてなんらかかる処置を
しない通常桑葉を別の6頭におなじく 7gr.給桑した. 2日目以後は DDT処理区共全部通常葉
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を 1 日 1 回 7-2~ を蚕児が発死あるいは上策するまで給与して毎日残桑量，食下量などを測っ
た生死の判定は虫体をつついても少しも反応動作をしめさず，且つ背脈管の縛動が停止したとき
をもって発死とみなしたのである. なお DDT処理区は残余効果をさけるために2日目当日そのジャ
レーを全部新品と取りかえた.この実験に使用したDDTは米国産工業製品であって， m. p. 1040 
-1050のものを熱エチルアルコー ルで再結晶してもちひた.実験施行期日は1946年5月29日より
6月10日まで室温のもとにおいておこ.なった.
実験結果
DPT添食蚕児の中毒死にいたる経過と生存虫数どの関係、は第1表の通りであるが.DDT附着
棄をただ1回あたえた蚕児はいずれも実験開始後第4日目に全部発死したが，これに反して対照の
アセトン塗抹桑薬および通常葉を給桑したものはことごとく無事に営繭を完了した.いま中毒症状
の時間的観察の結果を要約すれば次のごとくであるi
DDT添食蚕児の経過日数と生存虫数第 1表
~.経過日数 第 第
1 2 試験区~ 日 日
A 5% DDT 7 7 
B 0.5% DDT 7 7 
C アセトン 7 7 
D 通常葉 666 
・‘註 *印仕j己主棄を，⑥印は営繭完了をしめす
DDT添食1時間目:DDT 5 %， 0.5 %区は食桑動作をやめて頭胸部を高く持ちあげて静止
するか， 苦闘転倒してやずれも消化液を吐きだしはじめているが，アセトツ区および通常葉区には異
常がみられない.
DDT添食6時間目: DDT添食区はやりは食桑せず消化液を大量に吐きだし， たえず全身
を動かして頭胸部を左右にふるものがでてきて， 典型的な DDTjitter (Brown， 1951)の症候を
呈し， DDT 5 %区は虫体環節を幾分縮めがちである. また0.5%区の消化液吐出量は5%区の
蚕児ほE甚しくはない.
DPT添食24時間目: DD1‘添食区はいずれも体環節を極度に牧縮させてほとんど運動せず，
これをつついてみてもわずか仁反応するのみ.しかし背脈管の縛動はみられる.また腹脚の把握力を全
然うしなってやる.アセトン区および通常葉区はいぜんとして異常なく食桑状態良好である.このとき
D回、附着の残秦を全部除去し，
新鮮桑棄を各区とも 7grあて創桑
してあたえた.また薬剤が容禄仁も
附着しているおそれがあるのでDDT
区のシャー レは新品と取りかえた.
いま第1日にあたえた DDT塗抹
桑葉の残桑量及脱糞量をしめすと
第2表となる.この表仁おいてA，
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第2表 DD'I‘附着桑業の食下状餓 (24時間目)
試 給桑量 残桑量 脱糞量
.、
7.5 9.g5 V e.1 g，p 
7.0 9.0 0.2 
7.0 5.0 1.5 
7.0 3.5 1.9 
験 区
A s. Dt:π 
B 0.5% DDT 
C アセト γ
D 通常業
-181ー
B南区の残桑量が給桑量を上廻っている意味は前述したよう仁蚕児が DDT中毒のため消化液を
多量仁吐き出したため仁その重さが附加したから仁ほかならない.またC区において給桑時仁は全く臭
気が感ぜられなかったとおもわれたアセトン塗抹桑葉をあたえた蚕児は多少ともその悪影響をうけて，
処置棄の食下状態は対照に比較してやや劣る傾向がみられた.
DDT添食48時間目: DDT区はすべて頻死状態でわずか仁反応するのみであり， 5%区は2
頭， 0.5%区は3頭発死した.アセトン区のうちのl頭は白殖病lこ権り倒れたが，そのほかの蚕児は
第3表 DDT添食蚕児の通常桑糞食下状惣 (48時間目)
同容器内仁いるの仁もかかわら
ず全部異常なく通常葉区の
試 験 区 絵桑量 残桑量 脱糞量 蚕児ととも仁食桑旺盛であっ
7z 
. て虫体の生長がめだっ.いま
A 聞‘ 国耳、 1.1 r. 処理後48時間日における桑
B 0.5% D町、 7.0 6.8 。 業食下状態を第3表仁しめ
C アセトン 7.0 3.2 2.7 す.すなわち， DDT附着桑
D 通 常 業 7.0 3.0 2.4 
業.を唯l回あたえただけで蚕
児はその後通常棄を給桑しても全然食下する能力がなくなってしまうのである.この日から絵桑量を
各区とも 10grに増量した.
DDT添食第4日目: DDT区の蚕児は体表皮の緊張失われ背脈管の時動も見難くなったの
で全部発死と判定した.ほかの2区は食桑旺盛で動作も活殺になってきたので径 20cmの大型シャ
レー仁うつしかえて拡座をおこなし，'， かつ給桑量も各区共 20grにした.またこの日発死した DDT
区の蚕児もふくめて，各試験区の蚕児の体重を測定したところ， DDT添食蚕児はまったく発育不
良で5%区， 0.5%区とも 1頭平均体重 O.8grにすぎなかったが， C， D両区では2.9gr仁達し
た.
DDT添食第5日目: 通常葉区のなか仁はすでに熟蚕がみられるよう仁なったが， アセトン区は
発育が多少おくれ気味である.
D町、添食第7日目: 通常葉区の蚕児は給桑を停止して全部上族させたが，アセトン区では
熟蚕l頭生じ，ほかの蚕児も食桑量が著しく減少してきた.
D回、添食第8日目: 通常葉区の蚕児はさかんに営繭中で，アセトン区も全部この日上族さ
せた.
かくて実験開始後10日目¥:1アセトツ区，通常葉区の蚕児は全部白色繭をつくった.ただアセ
トン区のうちには娯中発蚕が1頭あった.予備試験ともいうべきごく簡単な実験ではあったが， DDT
が蚕児仁たいして非常仁強力な殺虫効果をもっていることがわかる.DDTを飛行機から撒布する場
合同ま普通その5%ケロジン溶液が使用されているが，この濃度の10分の1，即ち0.5%の演度lこ
おいてもなお5%溶液とほぼ同程度の有害作用を蚕児仁あたえるのである. なお蚕児の DDT中毒
症状は二コチγ中毒(高橋， 1931)，あるいは除虫菊中毒〈兵頭， 1917)仁類似するが DDT中
毒の場合は途中で回復するものが全然みられないことが特色といえる.本報告の終り仁あたり終戦直
後の当時にあって入手困難であった貴重な DDTの純品を御恵与下さった現鹿児島大学医学部教
授阿部康男博士仁深謝する.
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結 話
第5令の蚕児に DDT5 %， 0.5%アセトン溶液を塗付した桑業をただ1回だけ添食したところ，
いずれも給桑後1時間目にすでに中毒症状が現れて食桑を中止し，第4日目lこは全部発死した.
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